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（アルツハイマー病患者におけるアロマセラピーの効果の検討） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は精油と呼ばれる植物の芳香成分抽出物によって嗅覚を刺激する手法であるア

ロマセラピーを用いて、アルツハイマー病患者17人を含む、認知症患者28 人に対してアロ

マセラピーの治療効果を、特に認知機能障害の改善効果という観点から検討したものであ

る。介入の結果として、各種の評価尺度を用いて、認知症患者の認知機能障害が、アロマ

セラピーによって改善されうることが認められた。特にアルツハイマー病患者においてこ

の傾向は顕著であり、アルツハイマー病の治療における有用性が示唆された。本論文の内

容は、非薬物療法による認知症の治療について、アロマセラピーによる非侵襲的で簡便な

治療の有用性を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


